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 本巻では「終末期」というキーワードのもと，在宅ホスピスケアにおける在宅リハビリテー

ションの関わりについての特別寄稿，そして地域食支援に関する実例の紹介，終末期医療のリ

ハビリテーション専門職の関わりについての報告を掲載させて頂きました． 

 人生の最終段階において，して欲しいこと，して欲しくないこと，また最期を迎える場所な

ど当事者自身による選択（Choose）と意志決定が重要とされています．予め「人生会議」の場

でそれらの選択と意思決定について，当事者と当事者周囲の人たちで共有することができてお

れば良いですが，現実的には実際にそのような状況にならないと物事が進まない，そして状況

に切迫して質の高い選択が困難となってしまう，というのが現実ではないでしょうか． 

昨年は「死に場所難民」という言葉がメディアで取り上げられ，多死社会に突入している我

が国では非常に切実な課題であることを実感しました．誰もが質の高い最期の選択ができるよ

うに備えておくこと，それが自身の望むべき最期を迎えるための最善策であることを誰もが知

りうる社会になることを心から願うばかりです． 
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